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障がいのある人もない人も全ての人が安心して暮らしていける共生社会 

づくりの推進を求める意見書の提出について 

障がいのある人もない人も全ての人が安心して暮らしていける共生社会づくりの

推進を求める意見書を別紙のとおり、富士見市議会会議規則第１３条の規定により、

提出します。 
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提 案 理 由 

障がいのある人もない人も全ての人が安心して暮らしていける共生社会づくりの

推進を求める意見書を地方自治法第９９条の規定に基づき埼玉県知事に対して提出す

るため、この案を提出します。 

 



 

障がいのある人もない人も全ての人が安心して暮らしていける共生社会 

づくりの推進を求める意見書 

 

埼玉県は、「埼玉県共生社会づくり条例」（「埼玉県障害のある人もない人も全て

の人が安心して暮らしていける共生社会づくり条例」）及び「埼玉県手話言語条例」

を平成２８年４月１日から施行し、共生社会の実現を目指している。また、「第５期

埼玉県障害者支援計画（案）」の中で、「本県の障害者等数は、手帳所持者及び難病

患者等の合計で約４３万４千人となっており、県人口における割合は約６．０％」と

あり、「障害者等の現状と問題点」として「障害や障害者等に対する県民の理解が十

分に進んでいるとはまだまだ言えません。」とされている。 

一方、富士見市等では「あいサポート運動」を推進している。あいサポート運動と

は、研修等を受けた「あいサポーター」の活動を通じて、障がいの有無に関係なく誰

もが暮らしやすい地域社会を作っていく運動で、平成２１年１１月に鳥取県でスター

トした。その後、島根県、広島県、長野県、奈良県、韓国江原道、山口県、岡山県、

和歌山県、北海道登別市、大阪府大阪市も運動をスタート。埼玉県内では、平成２６

年１０月に富士見市と三芳町が、平成２７年１１月には秩父市、横瀬町、皆野町、長

瀞町、小鹿野町も運動をスタートさせた。平成３０年１月末現在、あいサポーターの

数は、全体で４０６，７０２人。その内、富士見市と三芳町で６，３３４人、秩父地

域１市４町で２８６人となっており、埼玉県全体ではまだ６，６２０人という状況に

ある。 

あいサポーター研修を受講された方からは「市や町だけでなく埼玉県でもあいサポ

ート運動を行うことで、障がい者に対する支援者がより増えていくのではないか」と

の意見もあり、県と県内のあいサポート運動を推進している自治体が連携しながら啓

発活動を展開することで、障がいや障がい者に対する県民の理解が進むものと考える。 

よって、富士見市議会は、埼玉県知事に対し、障がいのある人もない人も全ての人

が安心して暮らしていける共生社会の実現に向けて、県の事業推進を引き続き要望す

ると共に、今後の施策の一つとして、県としてもあいサポートのような運動も推進し

ていただくことを併せて要望するものである。 

以上、地方自治法第９９条の規定により意見書を提出する。 
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